
６
支
部
連
合
会（
＆
沖
縄
支
部

ホ
テ
ル
部
会

）の

年
度
事
業

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

北
海
道
支
部
連
合
会

「
三
位
一
体
」の
進
化
を

関
東
支
部
連
合
会

支
部
・
地
域
主
体
で
活
動

沖
縄
支
部

受
け
入
れ
態
勢〝
質
〟向
上

ホ
テ
ル
部
会

選
ば
れ
る
地
域
、ホ
テ
ル
に

東
北
支
部
連
合
会

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
誘
客

中
部
支
部
連
合
会

「
昇
龍
道
」で
訪
日
客
拡
大

西
日
本
支
部
連
合
会

「
日
本
の
旬
」協
力
で
増
売

九
州
支
部
連
合
会

会
員
一
丸
と
な
り
復
興
へ

（２７） 第２８４８号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）６月１１日（土曜日）

大西雅之会長竹内順一会長

新垣哲雄支部長

戸村純三部会長

岡崎彌平治会長

濱田政利会長

藤本正孝会長

豊田康裕会長

　
２
０
１
５
年
度
の
沖
縄
観

光
客
入
域
者
数
に
対
し
て
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
取

り
扱
い
は
、
前
年
比

％
増

の
１
３
９
万
人
を
超
え
、
沖

縄
全
体
の

・
５
％
の
シ
ェ

ア
を
占
め
る
結
果
と
な
っ

た
。
要
因
と
し
て
は
、
航
空

路
線
の
座
席
数
や
ホ
テ
ル
客

室
数
の
提
供
数
の
増
加
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
激
な
伸
長

に
よ
る
も
の
で
、
沖
縄
経
済

を
牽
引
す
る
観
光
業
に
お
い

て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

　
今
年
度
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

沖
縄
支
部
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内

旅
行
企
画
の
宿
泊
増
売
に
向

け
た
基
本
方
針
で
あ
る
「
受

け
入
れ
態
勢
に
お
け
る
〝
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
〟
向
上
」
「
地

域
に
お
け
る
魅
力
・
価
値
の

〝
ブ
ラ
ン
ド
化
〟
推
進
」

「
下
期
に
お
け
る
〝
周
遊
型

観
光
〟
促
進
」
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
今
ま
で
に
な

い
「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
演

出
」
に
よ
る
商
品
グ
レ
ー
ド

の
違
い
の
明
確
化
、
新
た
な

旅
の
目
的
の
提
供
に
よ
る

「
沖
縄
旅
行
初
心
者
」
の
拡

大
と
リ
ピ
ー
タ
ー
化
、
「
巡

る
旅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

た
周
遊
型
観
光
へ
の
動
機
付

け
な
ど
に
対
し
て
会
員
一
丸

と
な
り
取
り
組
む
。

　
支
部
の
組
織
強
化
と
し
て

は
、
会
員
専
用
サ
イ
ト
「
や

ど
こ
む
」
の
活
用
促
進
、
旅

ホ
連
共
済
の
加
入
率
向
上
、

企
画
販
促
情
報
委
員
会
を
中

心
と
し
た
誘
客
や
充
実
し
た

受
け
入
れ
活
動
を
柱
に
取
り

組
む
。

　
特
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行

企
画
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖
縄
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
沖
縄
支
部
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
、
成
長
領
域

で
あ
る
着
地
コ
ン
テ
ン
ン
ツ

の
開
発
、
劇
的
に
進
化
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ

な
ど
を
一
層
強
化
す
る
。

　
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
と
共
に
、「
美
し
い
海
、

青
い
空
、
白
い
砂
浜
」
を
生

か
し
た
沖
縄
の
魅
力
の
発
掘

と
、
お
客
さ
ま
の
ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
を
実
現
す
る
「
快
適

宣
言
！
」
を
共
に
目
指
し
て

い
く
。

　
２
０
１
６
年
は
、
３
月


日
か
ら
９
月
末
ま
で
、
東
日

本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
ず
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
東

北
の
魅
力
を
日
本
全
国
や
世

界
へ
発
信
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
総
力
を
あ
げ
東
北
の
未

来
を
支
援
す
る
目
的
で
「
東

北
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
る
。
特
に
海
外
向

け
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
初
め
て
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
を
東
北
へ
誘
客
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
中

長
期
的
に
東
北
が
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
定
番
訪
問
地
と
な
る

よ
う
、
外
国
人
向
け
の
情
報

発
信
強
化
と
商
品
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

　
ま
た
政
府
に
よ
る
東
北
へ

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
数
を


年
に
は
現
在
の
３
倍
の
１

５
０
万
人
泊
に
す
る
政
策
も

発
表
さ
れ
て
お
り
、
東
北
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
と
っ

て
願
っ
て
も
な
い
追
い
風
と

考
え
、
特
に
情
報
発
信
に
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
。

　
国
内
に
向
け
て
は
、
「
日

本
の
旬
　
東
北
」
で
培
っ
た

「
桜
」「
新
緑
」「
夏
祭
り
」

を
中
心
と
し
た
、
体
験
・
交

流
型
観
光
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
、
さ
ら
に
、
冬
の
東

北
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

し
再
発
信
し
て
い
く
と
共

に
、
３
月
に
開
業
し
た
北
海

道
新
幹
線
が
新
青
森
か
ら
延

伸
し
、
青
函
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
連
動
し
、
東
北
＆
北

海
道
の
新
し
い
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
北
海
道
地
域
と

連
携
し
、誘
客
に
つ
な
げ
る
。

　
「
宿
泊
増
売
」
「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
」
「
人
財
育

成
」
「
組
織
強
化
」
を
４
本

柱
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
東
北

事
業
部
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
東
北
営
業

所
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
東
北
支

部
連
合
会
と
四
位
一
体
の
強

固
な
連
携
を
図
り
、さ
ら
に
、

東
北
観
光
推
進
機
構
、
行
政

な
ど
含
め
、
観
光
関
係
機
関

の
皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら

旅
ホ
連
事
業
推
進
し
、
東
北

の
観
光
発
展
に
邁
進
す
る
。

　
２
０
１
５
年
度
は
、
「
北

陸
新
幹
線
開
業
」
「
地
方
創

生
・
ふ
る
さ
と
割
」
な
ど
、

国
内
旅
行
全
般
に
お
い
て
話

題
の
多
い
一
年
と
な
り
、
予

想
を
上
回
る
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
追
い
風
も
受
け
、
こ

の
首
都
圏
・
関
東
地
区
に
数

多
く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
る

一
年
と
な
っ
た
。

　
世
界
情
勢
の
不
安
が
続
く

中
、
国
内
旅
行
へ
の
意
欲
は

持
続
し
、
同
時
に
地
方
創
生

の
動
き
が
活
発
化
す
る
中
、

地
域
の
魅
力
づ
く
り
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
推
進
さ
れ
る
な

ど
、
年
度
の
国
内
旅
行
は
、

堅
調
な
状
況
が
続
く
見
通
し

で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
は
、
数
値
デ
ー
タ
か

ら
も
今
ま
で
の
都
市
観
光
中

心
か
ら
地
域
分
散
へ
と
変
化

が
表
れ
始
め
て
お
り
、
関
東

全
域
へ
の
訪
日
客
の
新
た
な

流
れ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お

い
て
、
関
東
支
部
連
合
会
で

は
、さ
ら
な
る「
宿
泊
増
売
」

に
向
け
て
、
今
年
度
も
、
各

種
委
員
会
、
部
会
活
動
を
ベ

ー
ス
に
経
済
団
体
と
し
て
の

活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、
「
活
発
な

支
部
活
動
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
」
の
実
現
へ
向
け
、

支
部
・
地
域
主
体
に
よ
る
支

部
活
動
を
徹
底
支
援
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
連
合
会
各

委
員
会
活
動
に
お
い
て
は
、

昨
年
か
ら
の
継
続
課
題
を
慎

重
に
議
論
し
な
が
ら
、
地
域

交
流
事
業
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
を
中
心
に
新
た
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

年
度
も
、
新
体
制
と
な

っ
た
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企

画
」
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
、
「
魅
力
あ
る
素
材
・
商

品
の
提
供
に
よ
る
、
新
た
な

価
値
と
需
要
の
創
造
」
を
目

指
し
、
各
販
売
事
業
会
社
と

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
「
宿

泊
増
売
」
を
目
指
し
て
邁
進

し
て
い
く
。
今
年
度
も
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

　
今
年
度
、
北
海
道
は
３
月


日
の
北
海
道
新
幹
線
開
業

を
受
け
た
後
の
重
要
な
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。
ま
た
、
９

月
に
は
い
よ
い
よ
２
０
０
９

年
の
北
海
道
開
催
か
ら
７
年

ぶ
り
の
「
杜
の
賑
い
北
海
道

・
函
館
」
が
開
催
さ
れ
る
記

念
の
年
で
も
あ
る
。
現
在

「
杜
の
賑
い
北
海
道
・
函
館
」

は
地
元
自
治
体
は
じ
め
関
係

諸
機
関
の
多
大
な
る
ご
協
力

の
も
と
９
月

日
当
日
へ
向

け
着
々
と
準
備
中
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
か

ら
の
事
業
展
開
に
さ
ら
な
る

加
重
を
加
え
、
国
が
推
進
す

る
地
方
創
生
事
業
と
と
も

に
、
拡
大
し
続
け
て
い
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
基

盤
を
残
す
重
要
な
一
年
と
考

え
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、
３
年
目
と
な

る
「
着
地
型
商
品
開
発
支
援

事
業
」
の
拡
大
で
あ
る
。
よ

り
予
算
規
模
の
大
き
な
取
り

組
み
と
し
て
、
商
品
化
へ
の

加
速
と
、
中
長
期
観
点
で
の

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

の
重
要
な
一
つ
と
し
て
根
づ

か
せ
て
い
き
た
い
。

　
二
つ
目
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
で
あ

る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
の
重
点

推
進
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
の
取
り

組
み
強
化
で
あ
る
。
今
年
度

か
ら
２
年
間
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
タ
イ
ア
ッ
プ
作
戦
」
の

旅
ホ
連
本
部
支
援
を
有
効
活

用
し
、
主
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
北
海
道
情
報
発
信
サ
イ

ト
「
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

北
海
道
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
」
へ
の
誘
導
、
販
売
拡
大

を
目
指
す
。

　
三
つ
目
は
、
最
も
重
要
な

事
業
の
「
宿
泊
増
売
」
へ
の

取
り
組
み
で
あ
る
。
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
か
ら
の
４
つ
の
お
願
い
」

の
達
成
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行

企
画
と
の
連
携
に
よ
り
、
よ

り
こ
だ
わ
っ
た
活
動
を
展
開

し
達
成
さ
せ
て
い
く
。

　
観
光
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
加
速
度
的
な
国
際
化
や

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
の

台
頭
な
ど
良
い
意
味
で
も
悪

い
意
味
で
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

し
て
き
て
い
る
。
今
後
の
旅

ホ
連
の
あ
り
方
も
大
き
な
転

換
期
に
来
て
い
る
と
実
感
す

る
。
今
年
度
も
、
し
っ
か
り

と
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国

内
旅
行
企
画
北
海
道
事
業
部

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
北
海
道
支

部
連
合
会
の
三
位
一
体
で
事

業
展
開
を
推
進
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
さ
ら
な
る
ご
協
力
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

　
２
０
１
６
年
、
中
部
で
は

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
初

め
、
富
山
で
の
環
境
大
臣
サ

ミ
ッ
ト
、
軽
井
沢
で
の
交
通

大
臣
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
が
開
催

さ
れ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
流
の
拡

大
が
予
想
さ
れ
る
。
加
え
て

昨
年
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線

を
使
っ
て
訪
日
客
の
訪
問
先

を
地
方
に
広
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

　
中
部
支
部
連
合
会
は
、
引

き
続
き
若
手
を
中
心
と
す
る

「
未
来
委
員
会
」
で
「
昇
龍

道
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
・
タ
イ
ア
ッ
プ
作

戦
を
継
続
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
受
け
入
れ
拡
大
を
図
り

た
い
。
併
せ
て
他
の
連
合
会

と
の
連
携
も
図
っ
て
い
く
。

　
昨
年
か
ら
中
部
国
際
空
港

の
定
期
国
際
便
が
増
加
す
る

に
つ
れ
訪
日
客
に
地
域
の
情

報
の
発
信
が
必
要
と
な
る
。

４
月
に
新
設
さ
れ
た
ツ
ー
リ

ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
名
古
屋
大
須
で
中

誘
協
と
連
携
し
、
店
舗
誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

た
い
。

　
旅
ホ
連
活
動
の
「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
」
を
進
め
る

時
、
地
域
づ
く
り
の
中
核
と

し
て
期
待
さ
れ
る
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

す
で
に

法
人
が
登
録
さ
れ

た
。
地
方
創
生
の
新
型
交
付

金
の
支
援
対
象
と
し
て
は
欠

か
せ
な
い
組
織
で
あ
る
。

　
中
部
支
部
連
合
会
内
で
は


法
人
が
す
で
に
認
定
を
受

け
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
資
源
に
磨
き
を
か
け
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
三
位
一
体
と

な
っ
た
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
を
推
し
進
め
た
い
。

　
昨
年
の
本
部
通
常
総
会
に

お
い
て
中
部
支
部
連
合
会
か

ら
自
然
災
害
に
よ
る
風
評
被

害
対
策
の
議
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
受

け
、
分
か
り
や
す
い
自
然
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成

さ
れ
た
。
そ
の
直
後
に
熊
本

地
震
が
発
生
し
た
。
お
客
さ

ま
の
安
心
安
全
の
た
め
に
も

各
支
部
で
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
使
っ
て
災
害
時
の
対
応
を

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
２
０
１
６
年
度
の
九
州
支

部
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、「
宿
泊
増
売
」「
地
域
振
興

・
観
光
振
興
」「
人
財
育
成
」

「
組
織
強
化
」の
４
本
柱
を
基

本
に
「
活
発
な
支
部
活
動
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
こ
と
を
第
一
の
目

標
に
掲
げ
、
活
動
し
て
い
く

方
向
に
決
定
し
た
。

　
し
か
し
、そ
の
矢
先
、４
月


日
か
ら
連
続
し
て
発
生
し

た
「
熊
本
地
震
」
の
影
響
を

受
け
、九
州
の
観
光
業
界
は
、

大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
年
度
当
初
か
ら
厳
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な

っ
た
。
会
員
施
設
に
お
い
て

は
、
数
日
間
の
休
業
を
す
る

施
設
、
ま
た
復
旧
の
見
込
み

が
つ
か
な
い
施
設
ま
で
出
て

く
る
な
ど
被
害
は
甚
大
だ
。

　
九
州
支
部
連
合
会
は
、
こ

の
危
機
に
際
し
、
会
員
が
一

丸
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
と
決
断
し
、

復
興
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
い
ち
早

く
、
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
で

「
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
」
を
打

ち
出
し
、
ま
ず
は
比
較
的
状

況
を
把
握
で
き
る
九
州
域
内

の
お
客
さ
ま
の
需
要
の
拡
大

に
努
め
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
九
州
と
九
州
支
部
連
合
会

が
先
頭
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

九
州
支
部
、
九
州
観
光
推
進

機
構
、
各
旅
行
会
社
の
旅
ホ

連
な
ど
へ
の
声
掛
け
に
よ

り
、
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て

九
州
の
復
興
に
向
け
活
動
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
、
動
き

始
め
た
次
第
で
あ
る
。

　
九
州
の
観
光
復
興
に
あ
た

っ
て
は
、
会
員
が
強
い
意
志

を
も
っ
て
動
き
出
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
下
期
の
Ｊ
Ｔ

Ｂ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン「
日
本
の
旬
　

九

州
」を
契
機
に
、こ
の
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
思
い

で
取
り
組
み
た
い
。「
五
感
を

は
ず
む
、
新
体
感
の
旅
。」を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
企
画
に
当

た
り
九
州
支
部
連
合
会
の

「
未
来
委
員
会
」
が
中
心
と

な
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

と
協
力
し
て
施
策
を
打
ち
出

す
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
私

た
ち
が
事
業
運
営
計
画
に
掲

げ
る
「
地
域
振
興
・
観
光
振

興
」
の
目
標
に
大
き
く
自
信

を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
会
員
が
九
州
を
訪
れ
る

お
客
さ
ま
へ
、
安
心
し
て
観

光
で
き
る
よ
う
、
心
か
ら
の

お
も
て
な
し
を
も
っ
て
歓
迎

し
た
い
。
今
年
も
各
委
員
会

を
中
心
に

Ｄ
Ｍ
Ｃ
支
店
と

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
と
三

位
一
体
と
な
り
、
九
州
の
観

光
の
復
興
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
２
０
２
０
年
の
訪
日
外
国

人
客
の
目
標
は
、
４
千
万
人

と
政
府
発
表
が
あ
っ
た
。
外

国
人
に
慣
れ
親
し
む
ホ
テ
ル

は
、
受
け
入
れ
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
日
本
の
お
も
て
な
し
へ

の
期
待
は
、
当
然
な
が
ら
ホ

テ
ル
に
も
向
け
ら
れ
る
。
日

本
の
お
も
て
な
し
は
、
海
外

で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
事
務
局

に
聞
い
た
話
だ
が
、
タ
イ
政

府
の
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

「
日
本
宿
の
お
も
て
な
し
検

定
」
を
輸
入
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
相
談
に
き
た

と
言
う
。
タ
イ
で
は
、
既
に

外
国
人
観
光
客
が
３
千
万
人

を
超
え
て
お
り
、
今
後
は
量

か
ら
質
へ
の
転
換
を
図
り
、

外
国
人
観
光
客
を
３
千
万
人

に
抑
え
る
代
わ
り
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
向
上

さ
せ
、
単
価
を
ア
ッ
プ
し
売

り
上
げ
増
に
つ
な
げ
る
。

　
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
の
サ

ー
ビ
ス
も
研
究
し
た
が
、
東

南
ア
ジ
ア
の
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ

ス
は
、
日
本
の
お
も
て
な
し

の
要
素
を
導
入
し
た
方
が
フ

ィ
ッ
ト
す
る
の
で
は
と
い
う

考
え
に
至
っ
た
と
い
う
。

「
軒
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら

れ
る
」
こ
と
の
な
い
よ
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
の
お
も
て

な
し
を
日
本
の
ホ
テ
ル
流
に

取
り
込
む
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
ホ
テ
ル

で
も
「
日
本
の
宿
お
も
て
な

し
検
定
」
を
受
け
、
真
摯
に

旅
館
の
お
も
て
な
し
と
向
き

合
っ
て
い
る
先
駆
的
な
会
員

も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
旅
館

に
学
ぶ
も
う
一
つ
の
要
素
と

し
て
、
「
自
社
経
営
＝
地
域

経
営
」
と
い
う
考
え
方
が
温

泉
街
や
観
光
地
を
作
り
出
し

て
き
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
需
要
が
見
込
め
る
地

に
建
設
す
る
と
い
う
ホ
テ
ル

の
発
想
で
は
な
く
、
「
一
緒

に
作
り
上
げ
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
形
成
し
共
存
す
る
」
と
い

う
旅
館
の
発
想
は
、
地
方
創

生
の
今
の
時
代
に
合
致
し
て

い
る
。

　
ホ
テ
ル
も
旅
館
と
協
力
し

て
、
選
ば
れ
る
地
域
、
選
ば

れ
る
お
も
て
な
し
の
ホ
テ
ル

に
変
貌
す
る
よ
う
成
長
を
し

て
い
き
た
い
。

　
当
連
合
会
と
し
て
は
、
現

在
展
開
中
の
２
０
１
６
年
度

上
期
「
日
本
の
旬
　
京
都
・

び
わ
湖
・
奈
良
」
に
最
大
限

の
協
力
を
行
い
大
成
功
に
導

き
、
宿
泊
増
売
の
大
躍
進
に

つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
そ
の

他
の
連
合
会
内
地
域
に
お
い

て
も
旅
行
需
要
を
喚
起
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
数
多
く
予

定
さ
れ
て
お
り
、
西
日
本
地

域
へ
の
旅
行
需
要
の
さ
ら
な

る
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。

　
本
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活

用
と
共
に
、
西
日
本

支
部

の
他
の
地
域
に
お
け
る
多
種

多
様
な
「
自
然
」
「
気
候
」

「
文
化
」
「
食
事
」
の
誘
客

素
材
も
活
用
し
、
昨
年
度
か

ら
継
続
し
て
い
る
「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
」
を
さ
ら
に

強
化
推
進
す
る
。

　
ま
た
、国
策
の「
広
域
観
光

周
遊
ル
ー
ト
促
進
事
業
」
と

連
携
し
、
国
内
旅
行
や
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
向
け
て
宿

泊
増
売
委
員
会
や
ホ
テ
ル
部

会
を
中
心
と
し
て
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
致
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

「
地
域
の
魅
力
づ
く
り
」「
ホ

テ
ル
の
新
商
品
」
開
発
な
ど

「
着
地
型
商
品
」「
地
域
コ
ン

テ
ン
ツ
」
の
開
発
、
発
信
な

ど
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
共

に
協
力
し
、
従
来
か
ら
の
課

題
で
も
あ
る
広
域
に
向
け
て

の
誘
客
を
行
っ
て
い
く
。

　
組
織
の
安
定
、
強
化
に
向

け
て
は
、
次
世
代
経
営
者
の

旅
ホ
連
活
動
へ
の
活
発
な
参

加
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
人
財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
や

三
位
一
体
大
作
戦
を
活
用

し
、
次
世
代
間
交
流
や
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
次
世
代
会
員
と
の
交
流

を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

　
特
に
本
年
度
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
各
社
と
の
連
携
に

お
い
て
、
客
室
稼
働
率
向
上

に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
意
見

交
換
会
の
開
催
に
よ
り
、
会

員
施
設
の
客
室
操
配
実
務
担

当
者
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企

画
を
は
じ
め
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
仕
入
部
門
実
務
担
当
者
と

の
線
か
ら
面
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
図
り
、

客
室
在
庫
の
有
効
活
用
を
促

進
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
６
支
部
連
合
会
や
沖
縄
支
部
、
ホ
テ
ル
部
会
は
宿
泊
増
売
の

た
め
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。
各
会
長
ら
に
①
２
０
１
６
年
度
事

業
の
概
要
②
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携
に
関
す
る
考
え
③
会
長
（
支
部
長
、
部
会
長
）
と

し
て
の
意
気
込
み
や
、
総
会
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
つ
い
て
聞
い
た
。


